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長崎の遊郭であり、 1786年 2月4日、 6日、 14日、 15日、 28日、同年 3月、






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. 庭園の地図については、朝倉治彦 「江戸城下変遷絵図集」（原書房 1985)、
4巻、 29-31頁を参照。
2. 関連史料、林復斎 『通航一覧」（清文堂出版）第八巻、 131-157頁。さらに、
吉野作造 「露国帰還の漂流民幸太夫」（文化生活研究会、 1924)並びに、木崎
良平 「光太夫とラクスマン：幕末日露交渉史の一側面J(刀水書房、 1992)。

















沢 (1723-1803)、中川淳庵 (1739-1776)、石川玄常 (1744-1815) と共同で翻
訳することを決意する。これは、 1774年に 「解体新書Jとして刊行され、専門
的指針としての閾学の事始めとして広く認められている。杉田玄白、緒方富雄
現代語訳 「閾学事始」（好学社、1959) を参照。さらに、杉本つとむ 『江戸の
翻訳文化をさぐる：解体新書の時代」（早稲田大学出版部、 1987)。





12. 複写の初出は、これまで見出し得る限りでは、 J.Feenstra Kuiper Japan en de 
buitenwereld in de achttiende eeuw (Nijhoff, The Hague 1921) である。日本では、














21. 茅原弘「久居藩における蘭医木村家について」 「日本医史学雑誌」17巻、 1
号、 (1971)29-30頁。




編 「津市史j(津市役所、 1971) 3巻、 137頁。
24. 商館長 J.van der Cruijsse「オランダ商館長日記」1737年 1月1日。






























料研究会 「洋学資料による日本文化史の研究」 3巻、 1990)、59-77頁を参照。
「瘍医新書」については、大鳥蘭三郎「大槻玄沢の 「瘍医新書Jについて」
r閾学資料研究」 5巻、 78-81頁、並びに同著者の「「瘍医新書」の研究 1-4」
「日本医史学雑誌」23巻 (1977)、 1号、 1-12頁、 2号、 481-485頁、24巻
(1978)、 1号、 64-71頁、 3号、 252-257頁を参照。








37. Fri ts Vos, "Forgotten Foibles: Love and the Dutch at Dejima, 1641-1854" 





























ている。JohnJacob Woyts (1671-1709) Gazophyliacium medico physicum, of 
schatkamer der genees-en natuurkundige zaaken (1741). John Jonston (1603-1675) 
Naeukeurige beschryving van de natuur der vier-voetige dieren (1661). Rembert 
Dodoens (1517-1585) Cruydt boeck (1554, 1644, 1664). Noel Chomel (1632-1712), 




一編 「六物新志稿J、「一角纂考稿」、「江戸科学古典叢害」32巻（恒和出版） 8 
-9頁。
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47. Frank Lequin, ed., The Private Correspondence of Isaac Titsingh (Gieben, 
Amsterdam, 1990-1992)、 2巻、書簡294、755頁「テイツィングよりゼラー宛
















52. 「国史大辞典」 7巻、 751頁。
53. 玄沢の原稿や刊行著作物については、吉田厚子「大槻玄沢の著訳書一覧」
「大槻玄沢の研究j322-360頁を参照。さらに、佐藤栄七「大槻玄沢の著訳に
ついて」 「蘭学資料研究」 8巻、 125-133頁を参照。






































































百四十年忌記念特集号」 『日本医史学雑誌j 8巻 3・4号 (1958)、並びに、
「洋学史辞典」（日蘭学会、 1984)、369頁を参照。
72. 酒井恒「前野良沢と 『解体新書j」「日本医史学雑誌j33巻 1号、 1987、
18-20頁。
73. 木村陽二郎、 430頁。 「国史大辞典j13巻、 19頁。
74. 岩崎克巳 「前野蘭化」（私家版、 1938)。
75. 杉靖三郎 『杉田玄白日記蒻斎 日録jを参照。玄沢の日記 「官途要録j も、
1795年 1月 1日の記載項目があるべき部分が紛失している。 「早稲田大学蔵資
料影印叢書、洋学篇第一期」早稲田大学出版部、 1994、4。
















84. 杉本つとむ、 1978、3巻、 616頁。
85. 他の 三名は、伊勢出身の安岡玄真 (1769-1834)、阿波出身の橋本宗吉
(1763-1836)、常陸出身の山村オ助 (1770-1807)。
86. 杉本つとむ、 1978、3巻、 616頁。




89. この蘭書は、 Johannesde Gorter, Gezuiverde Geneeskonst of Kort Onderwijs der 









95. 森納「稲村三伯と 「三伯稲荷神社」そのほかについて」 「日本医史学雑誌j
34巻 2号、 1988、203-204頁。









101. 佐藤昌介 「洋学史研究序説」岩波書店、 1964、111頁。




10s. r閾学階梯」、松村明 「洋学」上、 376-377頁。佐藤昌介 「洋学史研究序説」、
1964、114頁。
106. 岡村千曳 「紅毛文化史話」創元社、 1951、52-53頁。
107. 江漢の肖像画には、すべてこの特徴があらわれている。さらに、 「国史大辞
典J7巻、 42頁。
108. 樋口弘「蘭学者の遺跡を訪ねて」 「蘭学資料研究」21巻、 162頁。








111. 1794年 6月1日、 2日。この特権を受けた医者には、桂川甫周、森島中良、
大槻玄沢、宇田川玄随、江馬元恭、栗本瑞見、石川玄常、佐野有千、渋江長伯
がいた。「大槻玄沢 「西賓対晒」」「日蘭学会会誌」 2巻 1、2号、 1978。並びに、




















(Reinier H. Hesselink 北アイオワ州立大学準教授）
（やばし あつし 岐阜済美女子高等学校教諭）
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